
すい臓がんリスク検査報告書

Prodrome-PACはすい臓がんの発症リスクを評価する検査です。

すい臓がん患者の血中で特異的に減少する6種類の⾧鎖脂肪酸”PCファミリー”を測定し、

すい臓がんの発症リスクを3段階で判定いたします。

プロドロームピーエーシー



すい臓がんリスク判定結果

Prodrome-PACの結果、⾧鎖脂肪酸の値は、レベル82と正常で

す い 臓 が ん のリスクは           と 判 定 さ れ ました 。低 リ ス ク

総合評価コメント

検査受診後について

低リスク

高リスク

中リスク

リスク因子を避けて、健康的な生活習慣を心がけましょう。

また、リスク管理のためがん検診や本検査の継続的な受診をおすすめします。

喫煙習慣や肥満といったリスク因子をお持ちの方は、生活習慣を見直し、健康的な

生活習慣を心がけましょう。

また、リスク管理のためがん検診や本検査の定期的な受診をおすすめします。

※1年に1度程度

医療機関ともご相談の上、専門医の受診をご検討ください。

※他検査の結果も踏まえ、必要に応じて専門医の受診や精密検査の受診をおすすめします。



Prodrome-PACで低・中リスク判定だった方に・・・

すい臓がん発症の危険性を増加させるリスク因子がいくつか報告されています。

予防の第一歩として生活習慣の改善を心がけましょう。

糖尿病

すい臓がん患者の既往歴をみると、糖尿病が

そのため、糖尿病はすい臓がんのリスク因子

の1つと考えられています。

喫煙

増加させることが報告されています。

また、動脈硬化やその他のがんのリスク因子と

しても考えられています。

アルコール

アルコールを1日3杯以上摂取する方*は、すい

臓がんのリスクが高かったことが報告されて

います。

肥満

肥満はすい臓がんのリスクを増加させること

が報告されています。

下の人に比べてすい臓がんを発症するリスク

が2倍ほど高まるとされています。

Prodrome-PACで高リスク判定だった方に・・・

すい臓がんは自覚症状が少ないことで知られています。

本検査で高リスク判定だった方には必要に応じて専門外来の受診や精密検査の実施をおすすめします。

超音波内視鏡

超音波装置を先端につけた内視鏡を用い

て行う検査です。体表面からの腹部超音波

検査とは違い、対象となる部位に近い位置

で検査を行うことが可能です。

CT検査

X線コンピュータを使用し、すい臓の画像

を撮影する検査です。病変の大きさや位

置、広がりを精密に観察できます。

強力な磁気を用いて、断層写真を撮影する

は、すい臓の中心を通る「膵管」や、胆汁を

運ぶ「胆管」を中心に検査することが可能

です。

科学的に基づく発がん性・がん予防硬化の評価とがん予防ガイドライン提言に関する研究



Prodrome-PACについて

検査概要

な状態からすい臓がんにいたる段階で減少すると考えられています。

 人体では、慢性的に過剰な炎症が生じたり、古くなった細胞が蓄積することでがんができやすくなると考えら

れていますが、PCファミリーはこれらを抑制することでがんが発生することを防ぐ働きがあると考えられていま

す。そのため、PCファミリーの減少は、すい臓がんの発症リスクを高める可能性があると考えられています。

結果判定

 PCファミリーが非常に少ない場合は高リスク、やや少ない場合は中リスク、十分に存在する場合は低リスクと

判定します。

中リスクの場合、低リスクに比べてがんが見つかる可能性が20倍高くなります。

高リスクの場合では、同様に100倍以上高くなります。

受診後の対応

 生活習慣を見直してリスクの軽減を努めるとともに、定期的なご受診をおすすめします。また、必要に応じて、

精密検査を受けることをおすすめします。

正常な加齢による減少

長鎖脂肪酸の代謝異常
による減少

年齢

すい臓がんの前駆状態 腫瘍

Prodrome-PAC Test で

低リスク

Prodrome-PAC Test で

中～高リスク

健康な状態


